
 

 

 

 

 

 

週 1 回ではありますが、子どもたちの感性に驚かされ、日々移ろう美しい森の中で過ごし、  

スタッフと共に汗を流しながら、心動かされる日々を過ごしています。 

いつもありがとうございます。 

 

今回はこの原稿で、子どもの頃から思っていた 

 

「心が透けて見えるといいのにな」 

 

という密かな願望について、書いてみたいと思います。 

 

＊ 

 

保育士資格試験で、「心の理論」というものを学びました。 

ひとが他人の心の状態や目的、意図や知識などを推測する心の機能のことで、「サリーとアン

の課題」と呼ばれる実験が有名です。 

サリーとアンの話は割愛しますが、2-3 歳の子どもはそもそも「心の理論」がまだ備わってな

い状態で、人の心が推察できません。自閉症児はこれが理解できないことが多いといわれます。 

 

我が家の息子は小学校 2 年生の頃、ASD（自閉スペクトラム症）と診断されました。ひとの気

持ちがわかりづらく、すぐ癇癪を起したり、自分が感じたことを正しいと主張することが多か

ったです。今は高校生になり、衝動性はなりをひそめ、他者理解もちょっとはしているような

…（反抗期なので、よくわかりませんが）。 

 

かく言うわたしも、この「心の理論」が弱い傾向があり、人の心を推察しづらいことを自覚し

ています。そのことに関しては、困りながら生きてきました。人の心がからんだ複雑な状況把

握が苦手で、たとえば、冗談を言われると、真に受けすぎて瞬時に理解できなかったりするの

です。 

特に！スタッフのかよさんのジョークは難しい…！ 

 

さらに育った家庭が、家族同士で、本当に感じていることをあまり言わないような家庭だった

ので、なおさら思っていたのです。 
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「ひとの心が透けてみえるといいのになあ」 

 

＊ 

 

今年の 3 月に、スタッフの聖子さんの舞台「〇〇さん家のものがたり」を観劇しました。ちょ

っと一言では言えない、衝撃がありました。聖子さんがおばあちゃん役で出てきたときに、泣

きだすひとがたくさんいました。あとで聞いても、なぜ涙が出たのか説明しようとしてもでき

ない人が多く、「ただ感じた」と。 

わたし自身、「こういうおばあちゃん確かにいる。すごい。リアル！」とクスっと笑ってしまう

と同時に、おばあちゃんの人生が「今」に凝縮しているような、体験してきたであろう愛や喜

び、絶望や痛みが、いま喋った言葉のふるえや、瞳の奥、ひとつの動きのなかにすべて詰まっ

ているような、そんな感じがして、笑いながら涙が出るような、そんな不思議な体験をしまし

た。 

 

 

なんだか、心が、その人が、透けて見える。スケルトン感。 

 

怒っている人がふたをしている繊細な感情や、笑っている人が隠している苦しさなど、大人に

なればなるほど、表と裏が乖離し、心の層は分厚くなって、わかりづらくなっていきます。 

 

舞台を見たあとは、なんだか出会う人出会う人、生きてきた過去や抱えている気持ちが透けて

見えるような気がして、とても優しい気持ちになりました。心の理論が弱いわたしも、こうし

て、人の心の奥の方と、出会いたかったんだなと思いました。 

 

＊ 

 

 

ぴっぴの子どもたちは、いつもその心を、たくさんの笑顔や涙で素直に表してくれます。子ど

もたちに会うたび、ほっとします。そして、その心に寄り添う大人たちがまわりにたくさんい

ることも、私にとっては非常に大きな救いです。 

 

 

非常勤スタッフ 

＆おおくり「呼吸の時間」担当 

 

西川真木枝 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


